
様式１ 

市議会における政策提案とその対策等 
〔一般質問〕 

担当課 まちづくり課 議員名 弘川 貴紀 議員 提案月 H30.6 

 
〔提案事項〕 

 

 全国的にも珍しい「甲子園プロジェクト事業」は、地域、市民、学校、企業、行政等がお互

いに補完し合い、伊西地区高校の甲子園出場に大きく寄与した。 
この「甲子園」というブランドは、様々な活動における全国大会の代名詞ともなっているの

で、今回の甲子園出場を契機として、野球以外のスポーツ振興、文化活動の振興に繋げていく

ことができないか。 
 

 
〔現況等〕 

 
 平成２５年度から当該事業を展開し、伊西地区高校のレベルアップを目的とした強化試合、 
野球講演会、野球教室等の開催を支援。 
 ◆Ｈ２５：県外強豪校との強化試合、野球講演会、野球教室等 
 ◆Ｈ２６：強化試合、野球講演会、野球教室等 
 ◆Ｈ２７：強化試合、指導者講習会、野球教室等 
 ◆Ｈ２８：強化試合、野球講演会、野球教室等 
 ◆Ｈ２９：少年球児甲子園派遣、野球教室等  
◆第９０回記念選抜高等学校野球大会（Ｈ３０・３月）に【佐賀県立伊万里高等学校】が 

２１世紀枠として出場。 
 

 
〔政策提案を受けての対策〕 

 

 今回の甲子園出場という大きな成果を契機として、これまで以上の発展的な事業になるよ

う関係団体（甲子園プロジェクトチーム等）の意見やアイデア等を様々な角度から集約し、

方向性を定めていく。また、ふるさと応援寄附金の有効活用についても慎重に協議を行って

いく予定。 
この中で、野球以外のスポーツ・文化振興等について関係団体と調査・研究を行いたい。 
 

 
〔令和元年９月３０日現在対応状況・完了〕 

 
・平成３０年度の「目指せ！甲子園」プロジェクﾄチームによる会議においては、平成２９

年度決算特別委員会での「野球だけでなくほかの分野への支援も検討すべき」とのご指摘も

ご紹介しながら今後の取り組み内容について協議をいただいたうえで、野球競技人口の拡大

を目的とした事業等に取り組むこととしてきた。 

・スポーツをはじめ、文化活動などにも幅広く「甲子園」が使われているが、本事業の財源

となっているふるさと寄附金の甲子園コースについては、コース設置の経緯を踏まえれば、

寄附者は、高校野球における甲子園出場支援に対して支援を行ったものであるので、本事業

において野球以外のスポーツや文化活動等への展開はできないものと判断した。 

 
 
 


